


















要約:遺伝にかかわる個々の問題への対応は決して1種類ではなく、さまざまなものがあり、

遺伝相談ではそれらをクライアントにいわゆる多肢選択の形で提示し、選択を求める。こ

の対応を臨床遺伝学にかかわる医師がどのように選択し、選択した倫理的理由を求めるこ

とにより、遺伝問題への対応の倫理的背景を解析し、今後の遺伝性疾患への対応における

医療倫理の基本的問題の解明を目的とした。 


